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第１四半期の業績は「減収減益」となりました。

売上高は、▲５１６億円減の４千１５６億円となりました。これは、「ガス
セグメント」における、新型コロナ影響等による都市ガス販売量減、原料費
調整にともなう都市ガス単価減等が主な要因です。

営業費用も同様に、新型コロナ影響等による都市ガス販売量減や、原油価格
下落の影響等の要因により、▲３４９億円減の３，８８２億円となりました。

この結果、営業利益は▲３７．７％、▲１６６億円減の２７４億円、

経常利益は▲４２．１％、▲２０３億円減の２８０億円とそれぞれ大きく減
収しました。

また、特別損益において、海外事業に関わる減損損失▲４７億円を計上しま
した。これらにより、親会社株主に帰属する当期純利益は、

▲５３．２％、▲１８６億円減の１６３億円となりました。
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第１四半期年のガス販売量は、▲７億１千６百万m3、▲２１．２％減の

２６億５千６百万m3となりました。これは、発電用における、大口件名の
契約終了や、新型コロナ影響等にともなう稼働減による、▲４億７千５百万
m3の減少が主な要因です。

加えて、家庭用・業務用・卸における「その他」にも、新型コロナ影響が一
部含まれており、販売量減の要因と考えています。
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第１四半期の電力販売量は、全体では＋３５．３％増の５２億３千１百万
kWhとなりました。

小売においては、契約件数の増加により＋３０．６％増、卸他についても電
力卸取引所への販売増加等により＋３８．８％増となりました。

新型コロナの影響については、巣ごもりによる小売電力販売量増があったも
のと考えています。
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セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント利
益とその増減を記載しています。

セグメント利益合計で、▲１７９億円減となりましたが、「ガスセグメン
ト」における▲１８５億円減が、主な要因です。
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ガスセグメントの▲１８５億円の減益は、スライドタイムラグの

▲１２４億円の悪化や、新型コロナ影響を含む販売数量減等による

▲１３０億円の粗利減、等が主な要因です。

電力セグメントは、小売り件数・販売量が増加したこと等による粗利の増加
に加え、小売販売経費の減少等もあり、＋１０億円の増益となりました。

海外セグメントについては、中下流プロジェクトを行う持分法適用会社の利
益減等により、▲９億円の減益となりました。

新型コロナの影響については、各セグメントのボックス下部に概算額をお示
しております。なお、新型コロナの影響だけを切り出すことは難しいため、
影響額は記載されている各要因にも含まれていることにご留意ください。
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通期見通しについて、新型コロナ影響はセグメント毎に異なるため、セグメ
ント別に粗利ベースで影響額を算定し、昨年度からの変化要素とともに、新
型コロナの影響が出現する前に作成していた当初計画に加減し、セグメント
利益ベースで見通しをお示しさせていただくこととしました。

なお、売上高や当期純利益には変動要素が多く、またセグメント利益から整
合的に算定することに課題があり、困難であったため、開示を見送ることと
させて頂きました。
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昨年度のセグメント利益からの変化要素に加え、新型コロナの影響を

▲３００億円と見積もり、年度見通しは７５０億円を見込みます。

コスト改革や一過性費用、その他利益増減などは、いずれも当初計画の段階
ですでに見積もっていたものになります。

また新型コロナによる影響は、あくまでも現時点での想定に基づく推計であ
り、今後大きく変動する可能性があるため、矢印でこれを表現させて頂いて
います。
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スライド等による改善やコスト改革によるプラスが、データ移行費等の20年
度の一過性の費用や、ガスの需要脱落・減価償却費の増加・海外プロジェク
トの利益減等で打ち消され、さらに新型コロナの影響が利益を押し下げる構
図になりました。

なお、7月以降の経済フレームについては欄外に記載のとおり、原油価格45
ドル、為替レート110円としております。
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電力事業においては、小売りお客さま件数増や真岡発電所稼働増、営業経費
抑制により増益を見込むものの、ガスセグメントでは販売量減等にともなう
▲１００億強の減益。海外セグメントにおいては、油価下落にともなうフ
レーム影響による▲１００億程度の減益。加えて、その他のセグメントを合
わせて▲１００億強の減益を見込み、セグメント利益合計では、対前年

▲３１７億円減益の、７５０億円を見込みます。
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参考資料として原油価格・為替レートの推移に加え、今年度開始から本日ま
での主なプレスリリース、主な海外投資案件、電力・都市ガスのスイッチン
グ件数の推移等を掲載しておりますので、ご参照ください。
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